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 《 ご あ い さ つ 》   平成１１年４月の初当選以来皆様方の絶大なるご支援により市議として

３期市政に携わらせて頂きました。これまでの３期１２年間、皆様方から頂きまし

た絶大なるご支援に心から感謝申し上げます。今年４月の統一地方選挙で４期目の

挑戦となりますが 『世の為、 人の為、 誠実に、 そしてまっすぐに！』 

  ・・・ 古臭い言葉ではありますが、私の政治姿勢にピッタリ合う言葉です！

この言葉をキーワードに市民の皆様との接点を大事にし、議会が本来果たすべき役

割、チェック機能を十分に果たしたいと思います。皆様のさらなるご支援と後援会

活動へのご協力、よろしくお願いいたします。        宇部市議会議員 志賀光法 

☆実現した主なもの 

 ☆スポーツ振興計画の策定 ＃現在策定中 

 ☆市役所裏駐車場のバリアフリー化 ＃スロープが設置されました 

 ☆市民による市道の維持管理に対する助成 ＃草刈機の刃と交合油の支給 

 ☆eltax（エルタックス）市民税の電子申請 ＃今年度から実施されています 

 ☆公立小中学校へのAEDの設置と小児用パットの設置 ＃設置完了しました 

 ☆地域ＳＮＳの取り組み ＃H21年2月から宇部市地域ＳＮＳ『うべっちゃ』開始 

 ☆行財政改革 公用車の削減 ＃公用車の供用車化と削減 

 ☆小野湖のボートコースの復旧 ＃県の予算で復旧 

 ☆地域行政防災無線のデジタル化 ＃デジタル化が完了 

 ☆インターネット・携帯電話の中継局 ＃ケーブルテレビで解消・中継局設置 

 ☆地デジ対策とケーブルテレビの整備 ＃ケーブルテレビは平成23年3月開局 

 ☆通学バス定期料金の軽減 ＃1ヶ月4,000円の通学フリー定期の新設 

 ☆荒茶・製茶機械の更新 ＃国の平成22年の補正予算円高デフレ緊急経済 

  対策の補助金で実施（ＪＡ･県・市等の関係機関等の強力な働きかけ地元の 

  度重なる要望で実現） 

☆継続して重点項目として取り組み中のもの 

 ☆地籍調査の進捗促進（平成22年12月） 

 ☆生活交通の維持・確保（19年3月・20年3月） 

 ☆有害鳥獣（野猿）への対策（12年3月・14年3月・20年12月） 

 ☆小中学校の適正配置・複式学級対策（20年9月・21年3月・22年3月） 

 ☆中山間地域等直接支払い制度･要件緩和等（13年3月・14年3月・15年12月・ 

   16年9月・17年3月・21年3月・22年6月） 

 ☆小野湖周辺の環境保全・大田川の魚種の確保（21年12月） 

 ☆災害対策 Ｘバンドレーダーの設置（22年9月） 

 ☆防災行政無線（戸別受信）のデジタル化（18年9月） 

 ☆クレジットカード・コンビニ・マルチペイメントによる市税等の収納（21年6月） 

 議会質問！   

  市議会には年４回、３月、

６月、９月、１２月の４つの本

会議があります。 

 １年に４回だけの大切な時

間です。 出来るだけあらゆ

る機会を通じて市民の皆様

の声をお聞きし、公約実現、

また本会議に向け政策勉強

に励み、議会で発言していま

す。この４年間は一度も休ま

ず登壇発言してきました。

（但し、平成21年3月議会は

植松議員の代表質問に私が

作成した

原稿を代

表質問に

入れまし

た）写真

は登壇発

言後の自

席からの

再質問を

行ってい

るところ

です。 



             チュニジア、エジプトで政変が起きましたが大統領を逃亡、あるいは副大統

領に権限委譲に追いやったきっかけになったと言われているのがツィッターやフェイスブック、ユー

チューブといわれれるソーシャルネットワーキングサービスです。チュニジアでは大統領を逃亡に追い

込んだ１２時間の間に５万人の人が19万6,000ツィート、つぶやいたといわれています。ツィッターと

はつぶやきと称される１４０文字以内の短い文章を投稿し閲覧できるコミュニケーションサービスでパ

ソコンだけでなく携帯電話などからも投稿できます。多くの有名人や政治家の皆さんもつぶや

いています。私のアカウントは genkiube です。よかったらフォローしてください。 

  志賀光法は市議会議員になる前から行ってい 

 るボランティア活動など市民活動に積極的に参

加しています。宇部市体育指導委員の会長、宇部市水泳連盟の会

長、宇部インディアカ協会の会長、山口県トライアスロン連合の理事

長、宇部市消防団の北部方面隊長として土日も休養をとることなく精

力的に活動に参加しています。平成２２年は土日を中心に６３日間ボ

ランティア活動・市民活動に参加しました。 

写真上：ライフセーバー活動（毎年きらら浜で開催されているジュニア   

     トライアスロン大会ではトライアスロン連合の理事長として大    

     会運営と安全管理の為ライフセーバーとしてスイムの警備を 

     行っています） 

写真中:消防団活動（北部方面隊長として厚東･二俣瀬･小野の３分団 

     を指揮しています写真は昨年の宇部市消防操法大会、審判 

     長を務めさせていただきました） 

写真下:スポーツボランティア活動（宇部市体育指導員として市民ス 

     ポーツ大会やスポーツ行事で活動しています。写真は楠カント 

     リーマラソンでランナー誘導しているところです） 

12月議会ではクラウドコンピューティングについて質問しました 
 コンピューターは普通その中にある様々なソフトを使って動かします。文章を作成するときはワー

プロソフトを、また写真を編集する時には画像編集ソフトを使います。そして作ったものはそのコン

ピューター内に保存しますが、クラウドコンピューティ

ングは自分のコンピューターの中にソフト等がなくても

ネットワーク上にある様々なソフトや情報や様々なサー

ビスを活用することが出来るものです。クラウドとは英

語で雲という意味ですが、まさにネットワーク上に存在

するサーバ群を意識することなしに利用できるもので、

すでに私たちも意識することなくそのサービスを利用し

ています。メールサービスやスケジュール管理もその一

つです。 

 今日このクラウドコンピューティングを自治体でも活

用しようと総務省においては実証実験を始めています。

昨年１２月議会において自治体クラウドについて質問い

たしました。宇部市では毎年コンピューター関連の保守

点検費用だけで1億円以上の経費を計上しています。私はこの経費を少しでも抑えることが出来たら

と思い質問しました。市長答弁によりますと平成24年7月の外国人登録制度廃止に伴う住民基本

台帳システムの変更を契機に基幹系システムを見直す時にクラウドコンピューティングの導入

も視野に入れ、また、民間事業者のサービスの活用も検討するとのことでした。  


